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ドイツ法における目論見書責任と会社の過失

ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
目
論
見
書
責
任
と
会
社
の
過
失
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志　
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一
、
は
じ
め
に

二
、
目
論
見
書
責
任
の
構
造

　

㈠　

目
論
見
書
責
任
の
沿
革
と
法
的
性
質

　

㈡　

目
論
見
書
責
任
の
概
要

三
、
目
論
見
書
責
任
に
お
け
る
会
社
の
過
失

　

㈠　

一
九
九
八
年
改
正
の
立
法
理
由

　

㈡　

会
社
の
過
失
の
判
断
対
象
と
判
断
基
準

四
、
結
び
に
代
え
て

一
、
は
じ
め
に

　

平
成
二
六
年
金
融
商
品
取
引
法
改
正
に
よ
り
、
流
通
市
場
に
お
け
る
不
実
開
示
に
よ
る
会
社
の
責
任
は
過
失
責
任
化
さ
れ
た
（
同

法
二
一
条
の
二
第
二
項
）。
そ
の
責
任
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
同
改
正
後
も
な
お
、
政
策
論
的
・
立
法
論
的
検
討
の
必
要
性
が
主
張

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る）1
（

。
他
方
、
欧
米
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
か
か
る
責
任
を
過
失
責
任
す
る
法
制
と
し
て
ド
イ
ツ
法
が
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あ
る）2
（

。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
会
社
の
過
失
の
意
義
や
不
実
開
示
に
係
る
規
制
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
た
め
の
参
考
と
し
て
、
ド
イ
ツ

法
に
お
け
る
目
論
見
書
責
任
（
有
価
証
券
目
論
見
書
法
（
以
下
、
目
論
見
書
法
）（W
pPG

）
二
一
条
以
下
）
と
会
社
の
過
失
に
関
す
る

議
論
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い）（
（

。

二
、
目
論
見
書
責
任
の
構
造

㈠　

目
論
見
書
責
任
の
沿
革
と
法
的
性
質

　

会
社
と
投
資
家
と
の
情
報
格
差
を
是
正
す
る
に
は
、
投
資
家
に
対
し
、
会
社
及
び
発
行
さ
れ
る
有
価
証
券
に
つ
い
て
適
切
な
情
報

が
提
供
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
判
例
に
よ
れ
ば
、
目
論
見
書
と
は
、
一
般
に
投
資
に
関
心
を
持
つ
者
に
と
っ
て
最
も
重
要
か
つ
頻
繁

な
情
報
源
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
投
資
判
断
の
基
礎
を
形
成
す
る
も
の
と
さ
れ
る）（
（

。
目
論
見
書
の
公
表
を
義
務
づ
け
る
法

律
は
複
数
存
在
し
て
い
る
が）5
（

、
そ
の
中
心
的
法
律
で
あ
る
目
論
見
書
法
に
お
け
る
目
論
見
書
と
は
、
国
内
で
有
価
証
券
の
公
募
を
行

う
た
め
、
又
は
組
織
市
場
で
の
取
引
許
可
を
得
る
た
め
に
作
成
さ
れ
る
も
の
を
い
う
（
目
論
見
書
法
一
条
一
項
）。

　

目
論
見
書
の
基
本
形
は
上
場
目
論
見
書
（Börsenzulassungsprospekt

）
で
あ
り
、
そ
の
沿
革
は
一
八
九
六
年
取
引
所
法
の
成
立

に
遡
る
。
同
法
は
、
上
場
申
請
す
る
者
に
上
場
目
論
見
書
の
公
表
を
義
務
づ
け
る
と
と
も
に
、
当
初
か
ら
不
正
確
・
不
完
全
な
目
論

見
書
に
対
す
る
発
行
者
の
責
任
を
結
び
つ
け
て
い
た
。
当
時
の
立
法
者
は
、
発
行
者
が
目
論
見
書
に
対
し
て
確
実
に
責
任
を
負
う
の

で
な
け
れ
ば
、
目
論
見
書
は
投
資
家
公
衆
に
対
し
て
、
そ
の
機
能
を
果
た
し
得
な
い
と
考
え
て
い
た
と
さ
れ
る）6
（

。
十
分
な
情
報
提
供

を
行
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
発
行
者
に
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
投
資
家
に
投
資
判
断
に
必
要
な
専
門
的
な
知
識
を
与
え
、
も
っ
て

効
率
的
・
機
能
的
な
資
本
市
場
を
実
現
す
る
と
い
う
機
能
は
ド
イ
ツ
で
は
予
防
（Prävention

）
機
能
と
い
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

損
害
填
補
機
能
と
並
ん
で
重
視
さ
れ
て
い
る）（
（

。
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目
論
見
書
責
任
に
関
す
る
規
制
は
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
数
多
の
立
法
と
改
正
を
重
ね
て
お
り
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
い
わ
ゆ

る
集
団
訴
訟
制
度
も
導
入
さ
れ
て
い
る
が）8
（

、
転
換
点
と
な
る
の
は
、
一
九
九
八
年
第
三
次
資
本
市
場
振
興
法
に
よ
る
取
引
所
法
の
改

正
（
以
下
、
一
九
九
八
年
改
正
）
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
目
論
見
書
責
任
に
関
し
て
は
、
解
釈
上
多
く
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

一
九
八
〇
年
代
ま
で
に
そ
の
構
成
要
件
は
時
代
遅
れ
に
な
っ
て
い
た）9
（

。
ま
た
、
一
九
九
〇
年
代
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
金
融
市

場
を
前
に
、
ド
イ
ツ
資
本
市
場
の
競
争
力
強
化
―
―
新
規
企
業
の
上
場
促
進
、
金
融
機
関
に
よ
る
株
式
発
行
の
支
援
―
―
は
喫
緊
の

課
題
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
目
論
見
書
責
任
の
現
代
化
―
―
投
資
家
保
護
を
改
善
し
、
従
来
の
規
定
に
よ
る
発
行
者
・
発
行

補
助
者
の
法
的
な
不
安
定
さ
を
除
去
し
、
も
っ
て
責
任
主
体
と
投
資
家
と
の
利
害
を
調
整
す
る
規
制
を
創
出
す
る）（（
（

―
―
も
そ
の
一
環

と
さ
れ
た
の
で
あ
る）（（
（

。
他
方
、
Ｅ
Ｕ
法
は
、
責
任
規
制
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
影
響
を
与
え
て
い
な
い
。
目
論
見
書
に
関
す
る
規
制

自
体
は
現
在
で
は
Ｅ
Ｕ
指
令
に
基
づ
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
責
任
に
関
し
て
は
、
二
〇
〇
三
年
目
論
見
書
指
令
（Richtinie 

200（/（1/EG

）
六
条
は
、
責
任
を
負
う
べ
き
者
が
目
論
見
書
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
及
び
民
事
責
任
を
負
う
こ
と
を
要
求
す
る
に
過
ぎ

な
い
た
め
、
既
に
取
引
所
法
で
目
論
見
書
責
任
を
規
定
し
て
い
た
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
同
指
令
の
基
準
は
何
ら
本
質
的
な
影
響
を

与
え
な
か
っ
た）（（
（

。
目
論
見
書
責
任
に
関
係
す
る
近
時
の
主
要
な
改
正
と
し
て
は
、
二
〇
一
〇
年
目
論
見
書
指
令
（Richtlinie 

2010/（（/EU

）
に
伴
う
法
改
正
（
以
下
、
二
〇
一
〇
年
改
正
）
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
目
論
見
書
責
任
は
取
引
所
法
か
ら
目
論

見
書
法
に
移
行
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
別
の
法
律
で
規
定
さ
れ
て
い
た
有
価
証
券
の
公
募
時
に
要
求
さ
れ
る
目
論
見
書
の
責
任
に
つ
い
て

も
、
上
場
目
論
見
書
と
と
も
に
目
論
見
書
法
に
お
い
て
統
一
的
に
規
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
責
任
の
基
本
構
造
に
本
質
的
な

変
更
は
な
い）（（
（

。
目
論
見
書
責
任
に
関
す
る
規
制
の
あ
り
方
は
基
本
的
に
各
国
の
民
事
法
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
Ｅ
Ｕ
指
令
に
適
合
し

た
解
釈
を
す
る
必
要
性
は
低
い
た
め
、
そ
の
解
釈
と
し
て
は
、
む
し
ろ
ド
イ
ツ
法
固
有
の
問
題
と
な
る）（（
（

。

　

目
論
見
書
責
任
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ
り
、
法
定
の
信
頼
責
任
で
あ
る
と
す
る
見
解）（（
（

と
不
法
行
為
法
を
基
礎
に
置
く

見
解）（（
（

と
に
大
別
で
き
る
。
前
者
の
見
解
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
い
わ
ゆ
る
グ
レ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
い
て
投
資
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
プ
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ロ
ス
ペ
ク
ト
）
を
用
い
た
投
資
勧
誘
が
社
会
問
題
化
し
た
と
き
に
形
成
さ
れ
た
判
例
法
理
―
―
虚
偽
の
プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
を
作
成
し
、

あ
る
い
は
こ
れ
を
用
い
て
勧
誘
し
た
者
は
、
投
資
家
に
対
し
て
契
約
締
結
上
の
過
失
（culpa in contrahendo

）
に
基
づ
く
信
頼
責

任
を
負
う
―
―
と
軌
を
一
に
す
る
見
解
で
あ
る）（（
（

。
講
学
上
、
か
か
る
責
任
は
一
般
私
法
上
の
プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
責
任
（A

llgem
eine 

zivilrechtliche Prospekthaftung

）
と
い
わ
れ
て
お
り
、
特
別
法
上
の
目
論
見
書
責
任
と
は
区
別
さ
れ
る）（（
（

。
他
方
、
後
者
の
見
解
は
、

不
法
行
為
法
の
領
域
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
き
た
い
わ
ゆ
る
社
会
生
活
上
の
義
務
（V

erkehrspflicht

）
違
反
の
考
え
方
を
基
礎
に

置
く
も
の
で
あ
る）（（
（

。
い
ず
れ
の
見
解
も
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
契
約
法
や
不
法
行
為
法
の
原
則
論
で
は
補
え
な
い
領
域

を
問
題
と
す
る
も
の
で
あ
り）（（
（

、
こ
の
争
い
の
実
際
上
の
意
味
は
あ
ま
り
な
い
と
さ
れ
る）（（
（

。

㈡　

目
論
見
書
責
任
の
概
要

　

目
論
見
書
法
は
二
一
条
以
下
に
、
瑕
疵
あ
る
上
場
目
論
見
書
に
関
す
る
責
任
（
二
一
条
）
と
そ
の
責
任
排
除
の
要
件
（
二
三
条
）

を
定
め
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
目
論
見
書
に
つ
い
て
は
、
瑕
疵
が
あ
る
場
合
の
責
任
（
二
二
条
）
と
不
作
成
の
場
合
の
責
任
（
二
四

条
）
と
が
定
め
ら
れ
、
二
五
条
は
、
責
任
制
限
に
つ
い
て
の
合
意
は
効
力
を
有
し
な
い
旨
、
契
約
又
は
不
法
行
為
に
基
づ
く
民
法
上

の
請
求
権
は
排
除
さ
れ
な
い
旨
を
規
定
す
る
。
二
二
条
に
は
基
本
的
に
二
一
条
が
準
用
さ
れ
る
の
で
、
以
下
で
は
、
二
一
条
と
二
三

条
を
中
心
に
概
要
の
み
述
べ
る）（（
（

。

第
二
一
条
【
瑕
疵
あ
る
上
場
目
論
見
書
に
関
す
る
責
任
】

（
１
）
有
価
証
券
の
評
価
に
と
っ
て
本
質
的
な
事
項
が
不
正
確
又
は
不
完
全
で
あ
る
上
場
目
論
見
書
に
基
づ
い
て
、
有
価
証
券
を
取
得
し
た

者
は
、

　

１
．
当
該
目
論
見
書
に
関
し
て
責
任
を
引
き
受
け
た
者
、
及
び
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２
．
当
該
目
論
見
書
の
作
成
元
と
さ
れ
る
者

に
対
し
、
こ
れ
ら
を
連
帯
債
務
者
と
し
て
、
取
得
価
額
（
第
一
回
発
行
価
額
を
超
え
な
い
部
分
に
限
る
。）
及
び
取
得
に
要
し
た
そ
の
他
の

費
用
の
償
還
と
引
換
え
に
、
当
該
有
価
証
券
を
譲
り
受
け
る
よ
う
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
取
得
契
約
が
、
目
論
見
書
公
表
後

に
締
結
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
有
価
証
券
の
第
一
回
銘
柄
登
録
の
六
ヶ
月
以
内
に
締
結
さ
れ
た
場
合
に
限
る
。
発
行
価
額
が
確
定

し
て
い
な
い
と
き
は
、
当
該
有
価
証
券
の
銘
柄
登
録
後
初
め
て
確
定
又
は
形
成
さ
れ
た
取
引
所
価
格
を
発
行
価
額
と
み
な
す
。
②
複
数
の

国
内
取
引
所
に
お
い
て
当
該
取
引
所
価
額
が
同
時
に
確
定
又
は
形
成
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
最
も
高
い
取
引
所
価
額
を
用
い
る
。
③
第
一

文
に
い
う
有
価
証
券
と
、
外
観
上
の
特
徴
や
そ
の
他
の
方
法
で
は
区
別
で
き
な
い
同
一
発
行
者
の
有
価
証
券
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
第
一

文
及
び
第
二
文
を
準
用
す
る
。

（
２
）
取
得
者
が
有
価
証
券
の
所
持
人
で
な
く
な
っ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
有
価
証
券
の
取
得
価
額
（
第
一
回
発
行
価
額
を
超
え
な
い
部
分

に
限
る
。）
と
そ
の
譲
渡
価
額
の
差
額
に
、
当
該
取
得
及
び
譲
渡
に
伴
う
そ
の
他
の
費
用
を
加
え
た
価
額
の
支
払
を
請
求
で
き
る
。
②
第
一

項
第
二
文
と
第
三
文
の
規
定
は
適
用
さ
れ
る
。

（
３
）・（
４
）〔
省
略
〕

第
二
三
条
【
責
任
の
排
除
】

（
１
）
目
論
見
書
の
記
載
に
つ
い
て
の
不
正
確
又
は
不
完
全
を
知
ら
ず
、
か
つ
、
当
該
不
知
が
重
過
失
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
証

明
す
る
者
に
対
し
て
は
、
第
二
一
条
又
は
第
二
二
条
に
基
づ
く
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
２
）
第
二
一
条
又
は
第
二
二
条
に
基
づ
く
請
求
権
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
生
じ
な
い
。

　

１
．
当
該
有
価
証
券
が
当
該
目
論
見
書
に
基
づ
い
て
取
得
さ
れ
な
か
っ
た

　

２
．
当
該
目
論
見
書
に
お
い
て
不
正
確
又
は
不
完
全
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
実
が
、
当
該
有
価
証
券
の
取
引
所
価
格
の
下
落
を
も
た
ら

さ
な
か
っ
た
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３
．
当
該
目
論
見
書
の
記
載
に
つ
い
て
の
不
正
確
又
は
不
完
全
を
取
得
時
点
で
取
得
者
が
知
っ
て
い
た

　

４
．
取
得
契
約
の
締
結
前
に
発
行
者
の
年
次
決
算
も
し
く
は
中
間
報
告
、
有
価
証
券
取
引
法
第
一
五
条
に
基
づ
く
情
報
開
示
、
又
は
そ

れ
と
同
等
の
開
示
に
お
い
て
、
不
正
確
又
は
不
完
全
な
記
載
事
項
が
国
内
に
お
い
て
明
確
に
訂
正
さ
れ
た

　

５
．〔
省
略
〕

　
（
ⅰ
）
目
論
見
書
責
任
の
基
本
構
造

　

目
論
見
書
責
任
と
は
、
目
論
見
書
公
表
後
六
ヶ
月
以
内
に
、
本
質
的
な
部
分
に
不
正
確
又
は
不
完
全
な
記
載
（
以
下
、
虚
偽
記
載
）

の
あ
る
目
論
見
書
に
よ
っ
て
有
価
証
券
を
取
得
し
た
者
が
、
当
該
目
論
見
書
に
つ
き
責
任
を
引
き
受
け
た
者
、
即
ち
会
社
又
は
銀
行

に
対
し
、
そ
の
取
得
価
額
及
び
諸
費
用
と
引
換
え
に
、
当
該
有
価
証
券
を
譲
り
受
け
る
よ
う
請
求
で
き
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

完
全
な
損
害
賠
償
請
求
で
は
な
く
、
む
し
ろ
解
除
権
に
相
当
す
る
点
に
特
徴
が
あ
る）（（
（

。

　

も
っ
と
も
、
責
任
追
及
で
き
る
取
得
者
に
は
、
目
論
見
書
公
表
後
で
あ
っ
て
、
銘
柄
登
録
さ
れ
た
時
点
（
又
は
ド
イ
ツ
国
内
に
お

い
て
初
め
て
公
募
さ
れ
た
時
点
）
か
ら
六
ヶ
月
以
内
に
取
得
し
た
者
で
あ
れ
ば
、
虚
偽
記
載
の
発
覚
後
に
当
該
有
価
証
券
を
譲
渡
し
、

既
に
証
券
を
占
有
し
て
い
な
い
者
も
含
ま
れ
、
ま
た
、
六
ヶ
月
以
内
の
取
得
者
で
あ
れ
ば
、
第
一
取
得
（
そ
も
そ
も
の
銘
柄
登
録
又

は
公
募
時
の
取
得
）
か
第
二
取
得
（
例
え
ば
市
場
で
の
取
得
）
で
あ
る
か
を
問
わ
な
い）（（
（

。
こ
れ
は
、
証
券
の
占
有
者
し
か
責
任
追
及
で

き
な
い
と
さ
れ
て
い
た
旧
法
時
の
批
判
に
応
え
た
も
の
で
あ
る）（（
（

。
目
論
見
書
責
任
は
、
新
規
発
行
に
応
じ
て
有
価
証
券
を
取
得
し
た

者
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
後
の
流
通
過
程
で
取
得
し
た
者
に
対
す
る
責
任
も
含
む
こ
と
に
な
る）（（
（

。

　

立
法
者
に
よ
れ
ば
、
取
得
期
間
を
制
限
し
た
の
は
、
利
害
関
係
人
に
対
す
る
法
的
安
定
性
の
確
保
の
ほ
か
、
上
場
目
論
見
書
が
有

価
証
券
取
得
の
基
礎
と
し
て
は
比
較
的
短
期
間
し
か
援
用
さ
れ
な
い
と
い
う
実
務
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
責
任
主
体

に
対
し
、
瑕
疵
あ
る
目
論
見
書
の
責
任
を
可
視
可
能
に
す
る
た
め
―
―
現
在
の
所
持
人
以
外
も
原
告
適
格
を
有
す
る
た
め
、
そ
の
責
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任
が
発
行
総
額
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
保
証
は
な
い
―
―
で
あ
る
と
さ
れ
る）（（
（

。

　

そ
の
期
間
が
六
ヶ
月
と
さ
れ
た
の
は
、
判
例
上
形
成
さ
れ
て
き
た
投
資
雰
囲
気
（A

nlagestim
m
ung

）
の
法
理
―
―
投
資
家
の
購

入
決
定
に
決
定
的
な
投
資
雰
囲
気
が
目
論
見
書
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
て
い
る
間
に
取
得
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
目
論
見
書
に
よ
っ

て
取
得
し
た
こ
と
が
事
実
上
推
定
さ
れ
る
と
の
考
え
方
で
あ
り
、
判
例
で
は
最
長
一
二
ヶ
月
と
さ
れ
る）（（
（

―
―
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
米
国
の
一
九
三
三
年
証
券
法
一
一
条
を
例
示
し
て
、
そ
れ
よ
り
短
い
期
間
と
設
定
さ
れ
た
の

は
、
例
え
ば
発
行
者
に
無
過
失
の
目
論
見
書
責
任
を
一
二
ヶ
月
負
わ
せ
る
と
い
う
の
は
厳
格
に
過
ぎ
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
リ
ス
ク

キ
ャ
ピ
タ
ル
の
た
め
の
法
的
条
件
を
改
善
す
る
必
要
性
か
ら
、
よ
り
短
い
期
間
が
提
示
さ
れ
た
と
す
る）（（
（

。
つ
ま
り
、
比
較
的
短
期
の

取
得
期
間
が
設
定
さ
れ
た
の
は
、
判
例
上
も
肯
定
さ
れ
る
期
間
で
あ
っ
た
こ
と
の
ほ
か
、
リ
ス
ク
キ
ャ
ピ
タ
ル
支
援
と
い
う
政
策
判

断
も
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

取
得
者
が
取
得
し
た
有
価
証
券
（
株
式
）
は
旧
株
、
即
ち
目
論
見
書
公
表
前
に
発
行
さ
れ
て
い
た
株
式
で
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
、

結
果
的
に
、
目
論
見
書
責
任
は
、
目
論
見
書
の
公
表
時
点
で
既
に
流
通
し
て
い
る
同
種
類
の
株
式
に
及
ぶ
。
こ
の
取
扱
い
は
、
原
告

側
は
通
常
、
新
株
を
取
得
す
る
か
旧
株
を
取
得
す
る
か
を
決
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
有
価
証
券
振
替
決
済
制
度
上
も
そ
の
よ
う
な
証

明
は
実
際
上
不
可
能
な
た
め
で
あ
る）（（
（

。
外
観
上
、
旧
株
と
新
株
と
区
別
し
て
発
行
し
て
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
―
―
例
え
ば
異
な
る
Ｉ

Ｓ
Ｉ
Ｎ
コ
ー
ド
を
付
す
―
―
、
被
告
側
が
旧
株
に
つ
い
て
の
責
任
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
る
が）（（
（

、
そ
の
よ
う
な
手
段
を
事
前
に

採
っ
て
お
く
か
に
つ
い
て
は
、
株
式
の
流
動
性
等
を
考
慮
し
て
会
社
及
び
銀
行
が
決
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る）（（
（

。

　

損
害
額
は
、
初
め
て
の
発
行
価
額
を
上
限
と
し
て
、
取
得
価
額
及
び
諸
費
用
に
法
定
さ
れ
る
。
取
得
者
が
口
頭
弁
論
終
結
前
ま
で

に
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
譲
渡
価
額
と
取
得
価
額
の
差
額
が
損
害
額
に
な
り
、
譲
渡
価
額
が
取
得
価
額
を
超
え
て
い
る
場
合
に
は
損

害
は
な
い
こ
と
に
な
る）（（
（

。
こ
の
損
害
額
の
制
限
は
、
立
法
者
に
よ
れ
ば
、
被
告
側
に
危
険
負
担
を
可
視
可
能
に
さ
せ
る
た
め
で
あ
り
、

も
っ
て
リ
ス
ク
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
供
給
を
支
援
す
る
た
め
と
さ
れ
る）（（
（

。
も
っ
と
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
原
告
側
も
、
因
果
関
係
の
難
問
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―
―
虚
偽
記
載
に
よ
り
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
外
の
状
況
に
よ
っ
て
ど
の
程
度
、
発
行
価
額
か
ら
の
株
価
の
上
昇
が
引
き
起
こ
さ
れ
た

の
か
―
―
に
つ
い
て
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
る）（（
（

。

　

要
す
る
に
、
目
論
見
書
責
任
に
お
い
て
は
、
流
通
過
程
の
一
定
の
取
得
者
に
も
原
告
適
格
を
認
め
、
損
害
額
や
因
果
関
係
に
関
す

る
立
証
上
の
負
担
に
配
慮
す
る
一
方
、
取
得
期
間
及
び
損
害
額
の
上
限
を
法
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
被
告
の
責
任
の
範
囲
を
制
限

す
る
と
い
う
考
え
方
が
採
ら
れ
て
い
る）（（
（

。

　
（
ⅱ
）
関
係
者
間
の
利
害
調
整

　

責
任
主
体
と
し
て
会
社
の
み
な
ら
ず
、
銀
行
も
名
を
連
ね
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
上
場
は
古
く
か

ら
銀
行
主
導
で
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
上
場
会
社
が
増
資
す
る
場
合
も
、
銀
行
が
全
て
の
新
株
を
引
受
け
、
後
に
株
主
に
売

り
渡
す
方
法
が
一
般
的
で
あ
る）（（
（

。
一
八
九
六
年
取
引
所
法
の
立
法
資
料
か
ら
は
、
責
任
主
体
を
「
発
行
者
」
と
規
定
す
る
こ
と
も
で

き
た
は
ず
で
あ
る
の
に
そ
う
し
な
か
っ
た
の
は
、
実
際
に
有
価
証
券
の
発
行
を
実
行
に
移
す
銀
行
に
責
任
を
負
わ
せ
る
べ
き
と
の
理

解
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る）（（
（

。
他
方
、
会
社
の
取
締
役
や
監
査
役
は
、
背
後
者
（H

interm
änner

）
と
し
て
目

論
見
書
の
作
成
元
と
い
え
る
場
合
を
除
い
て
、
目
論
見
書
責
任
を
負
う
こ
と
は
な
い）（（
（

。
経
済
検
査
人
や
決
算
検
査
人
、
鑑
定
人
等
の

専
門
家
も
、
原
則
と
し
て
目
論
見
書
責
任
は
負
わ
な
い
と
解
す
る
の
が
多
数
で
あ
る）（（
（

。

　

問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
取
得
し
た
有
価
証
券
（
株
式
）
と
引
換
え
に
取
得
者
即
ち
株
主
が
目
論
見
書
責
任
を
追
及
し
う
る
と

い
う
こ
と
が
、
株
式
法
が
規
定
す
る
出
資
払
戻
禁
止
原
則
（
株
式
法
五
七
条
）
及
び
自
己
株
式
取
得
禁
止
原
則
（
同
法
七
一
条
以
下
）

と
抵
触
し
う
る
と
い
う
点
で
あ
る
。（
旧
）
株
主
が
、
会
社
の
破
産
時
の
た
め
に
債
権
者
に
残
さ
れ
て
い
る
財
産
を
縮
減
し
、（
将
来

の
）
株
主
と
の
関
係
で
株
主
間
の
不
平
等
を
招
い
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
で
あ
る
が
、
資
本
市
場
に
お
け
る
会
社
の
責
任
の
段
階
的

な
拡
大
化
に
伴
い
、
こ
の
対
立
の
法
政
策
的
・
理
論
的
意
味
は
先
鋭
化
し
て
い
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る）（（
（

。
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簡
単
に
見
解
を
整
理
す
る
と
、
か
つ
て
は
株
式
法
の
原
則
が
目
論
見
書
責
任
よ
り
優
先
す
る
と
の
見
解
も
あ
っ
た
が）（（
（

、
判
例
及
び

現
在
の
学
説
は
、
①
株
式
法
の
優
位
性
は
一
部
制
限
さ
れ
る
と
い
う
見
解
と
、
②
目
論
見
書
責
任
が
株
式
法
の
原
則
に
一
般
的
に
優

先
す
る
と
の
見
解
に
大
別
で
き
る
。
①
は
、
古
く
か
ら
判
例
が
取
っ
て
き
た
立
場
で
あ
る
が
、
株
式
の
取
得
行
為
を
引
受
行
為
と
そ

の
後
の
取
得
行
為
に
区
別
し
、
前
者
は
資
本
構
成
に
参
加
す
る
場
面
で
あ
る
の
で
原
則
と
し
て
株
式
法
が
優
先
し
、
自
由
財
産
が
存

在
す
る
限
り
で
取
得
者
は
目
論
見
書
責
任
を
追
及
で
き
る
が
、
他
方
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
売
買
と
同
じ
く
金
銭
を
対
価
と
し
て
物

を
取
得
す
る
行
為
で
あ
る
の
で
、
目
論
見
書
責
任
が
常
に
株
式
法
の
原
則
に
優
先
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
先
に

述
べ
た
よ
う
に
、
銀
行
が
ま
ず
全
株
を
引
き
受
け
て
後
に
株
主
に
売
り
渡
す
方
法
が
採
ら
れ
る
た
め
、
取
得
者
は
通
常
、
株
式
法
の

原
則
に
優
位
し
て
目
論
見
書
責
任
を
追
及
で
き
る
こ
と
に
な
る）（（
（

。
②
の
理
由
付
け
と
し
て
は
、
一
九
九
八
年
改
正
の
立
法
者
が
目
論

見
書
責
任
は
株
式
法
の
特
別
法
で
あ
る
こ
と
を
理
由
書
の
中
で
明
言
し
て
い
る
こ
と）（（
（

、
Ｅ
Ｕ
法
の
観
点
か
ら
も
目
論
見
書
責
任
が
株

式
法
の
原
則
に
優
位
す
る
と
解
す
べ
き
こ
と）（（
（

、
取
得
者
が
会
社
に
対
し
て
損
害
賠
償
責
任
を
追
及
す
る
場
合
（
ド
イ
ツ
民
法
三
一
条
）

に
つ
い
て
は
、
株
式
法
の
原
則
は
制
限
又
は
排
除
さ
れ
る
と
の
立
場
を
判
例
が
取
っ
て
い
る
こ
と）（（
（

、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る）（（
（

。
結

局
、
株
式
の
取
得
行
為
を
引
受
行
為
と
そ
の
後
の
取
得
行
為
に
区
分
す
る
判
例
の
考
え
方
は
観
念
的
な
も
の
に
過
ぎ
ず
、
流
通
過
程

の
取
得
者
に
つ
い
て
い
え
ば
、
目
論
見
書
責
任
は
株
式
法
の
原
則
に
優
位
す
る
と
い
う
点
で
は
両
説
に
差
異
は
な
い
と
い
え
る
が
、

②
の
立
場
か
ら
は
立
法
的
解
決
が
要
求
さ
れ
て
い
る）（（
（

。

　
（
ⅲ
）
目
論
見
書
責
任
の
排
除

　

責
任
を
排
除
す
る
六
つ
の
事
由
が
目
論
見
書
法
二
三
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
同
条
一
項
は
、
被
告
側
が
虚
偽
記
載
に
つ
い
て
知

ら
な
か
っ
た
又
は
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
重
過
失
が
な
か
っ
た
こ
と
を
立
証
で
き
る
旨
を
定
め
、
こ
れ
は
過
失
責
任
で
あ
る

目
論
見
書
責
任
の
立
証
責
任
を
転
換
し
た
規
定
と
解
さ
れ
て
い
る）（（
（

。
詳
し
く
は
節
を
改
め
て
述
べ
る
。
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ま
た
被
告
側
は
、
取
得
者
が
目
論
見
書
に
よ
っ
て
有
価
証
券
を
取
得
し
な
か
っ
た
こ
と
を
立
証
し
て
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
責
任
設
定
的
因
果
関
係
（H

aftuntsbegründe K
ausalität

）
の
存
在
を
推
定
し
、
被
告
側
に
反
証
の
責
任

を
負
わ
せ
た
も
の
で
あ
り）（（
（

、
立
法
者
に
よ
れ
ば
、
上
述
し
た
投
資
雰
囲
気
の
法
理
に
基
づ
い
て
い
る）（（
（

。
こ
の
法
理
は
、
立
証
困
難
な

因
果
関
係
の
存
在
を
事
実
上
推
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
原
告
側
の
立
証
責
任
を
緩
和
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
原
告
側
は
少

な
く
と
も
投
資
雰
囲
気
が
生
み
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
立
証
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
一
九
九
八
年
改
正
に
よ
り
、
六
ヶ
月
以

内
に
取
得
し
た
と
い
う
事
実
の
み
を
立
証
す
れ
ば
よ
く
な
っ
た
と
さ
れ
る）（（
（

。
被
告
側
は
、
原
告
が
目
論
見
書
の
公
表
後
六
ヶ
月
以
内

に
取
得
し
な
か
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
、
六
ヶ
月
以
内
に
取
得
し
た
が
当
該
目
論
見
書
に
よ
ら
ず
に
取
得
し
た
こ
と
を
立
証
す
れ
ば

因
果
関
係
の
存
在
を
否
定
で
き
る
ほ
か）（（
（

、
投
資
雰
囲
気
が
生
み
出
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
の
反
証
も
可
能
で
あ
る
が
、
投
資
雰
囲
気
の

可
能
性
で
既
に
因
果
関
係
の
推
定
に
は
十
分
と
す
る
判
例
の
傾
向
か
ら
す
る
と
、
実
際
上
こ
の
抗
弁
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
な
い
と
さ
れ
る）（（
（

。

　

被
告
側
は
、
虚
偽
記
載
に
よ
っ
て
株
価
が
下
落
し
な
か
っ
た
こ
と
、
即
ち
責
任
充
足
的
因
果
関
係
（H

aftungsausfüllende 

K
ausalität

）
―
―
の
不
存
在
を
立
証
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
株
価
の
下
落
が
他
の
事
情
と
と
も
に
引
き
起
こ
さ
れ
た

と
い
う
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
っ
て
、
実
際
上
こ
の
立
証
は
ほ
と
ん
ど
成
功
し
な
い
と
さ
れ
る）（（
（

。
例
え
ば
会
社
の
格
付
け
の
引
下
げ

や
破
産
の
よ
う
に
、
目
論
見
書
以
外
の
原
因
が
株
価
下
落
を
も
た
ら
し
た
こ
と
の
具
体
的
な
立
証
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
る）（（
（

。

三
、
目
論
見
書
責
任
に
お
け
る
会
社
の
過
失

㈠　

一
九
九
八
年
改
正
の
立
法
理
由

　

一
九
九
八
年
改
正
前
の
旧
規
定
に
お
い
て
は
、
目
論
見
書
責
任
は
過
失
責
任
と
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
目
論
見
書
の
記
載
が
不
正
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確
な
場
合
と
不
完
全
な
場
合
と
で
は
過
失
基
準
が
異
な
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
即
ち
、
記
載
が
不
正
確
の
場
合
は
、
知
っ
て
い
た

か
又
は
重
過
失
に
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
責
任
を
負
う
の
に
対
し
、
い
わ
ば
不
作
為
に
あ
た
る
不
完
全
の
場
合
に

つ
い
て
は
、
悪
意
で
（böslich

）
黙
秘
し
た
か
、
悪
意
に
よ
っ
て
調
査
を
懈
怠
し
た
場
合
に
責
任
を
負
う
も
の
と
さ
れ
て
い
た）（（
（

。
一

九
九
八
年
改
正
は
こ
の
区
別
を
除
去
し
、
記
載
が
不
正
確
か
不
完
全
か
を
問
わ
ず
、
そ
れ
を
知
ら
な
か
っ
た
又
は
知
ら
な
か
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
重
過
失
が
な
い
こ
と
を
被
告
側
が
立
証
す
れ
ば
、
責
任
は
排
除
さ
れ
る
も
の
と
し
た
。

　

一
九
九
八
年
改
正
で
は
、
重
過
失
が
な
け
れ
ば
（
軽
）
過
失
が
あ
っ
て
も
被
告
は
責
任
を
負
わ
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
に
被
告
の
責
任
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
目
論
見
書
責
任
に
お
い
て
は
法
律
行
為
的
な
接
触
が
断
念

さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
を
調
整
す
る
た
め
で
あ
る
と
し
、
ま
た
、
責
任
の
基
準
を
厳
格
化
し
て
し
ま
う
と
、
特
に
幹
事
銀
行
を
萎

縮
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
改
正
法
が
追
求
す
る
リ
ス
ク
キ
ャ
ピ
タ
ル
支
援
と
い
う
目
的
が
危
う
く
な
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る）（（
（

。
も
っ
と

も
、
リ
ス
ク
キ
ャ
ピ
タ
ル
支
援
の
目
的
に
関
し
て
い
え
ば
、
経
済
的
観
点
か
ら
は
む
し
ろ
責
任
を
厳
格
化
す
べ
き
と
も
主
張
さ
れ
て

い
た）（（
（

。
課
題
と
さ
れ
て
い
た
の
は
、
契
約
当
事
者
で
は
な
い
取
得
者
に
対
し
て
責
任
を
負
う
こ
と
を
民
事
法
的
に
基
礎
づ
け
る
こ
と

の
困
難
さ
で
あ
り
、
そ
れ
が
責
任
緩
和
の
主
な
理
由
で
あ
っ
た
と
い
え
る）（（
（

。

　

さ
ら
に
立
法
者
は
、
発
行
者
（
会
社
）
と
幹
事
銀
行
と
で
は
、
目
論
見
書
作
成
の
領
域
に
お
い
て
要
求
さ
れ
る
注
意
義
務
は
異
な

り
、
前
者
は
後
者
よ
り
厳
格
な
も
の
が
求
め
ら
れ
る
と
す
る
。
即
ち
、
会
社
は
、
企
業
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
全
デ
ー
タ
に
関
す

る
知
識
を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
最
も
広
範
囲
な
情
報
の
基
礎
を
意
の
ま
ま
に
で
き
る
の
に
対
し
、
幹
事
銀
行
は
も
っ
ぱ
ら
、

会
社
及
び
第
三
者
に
よ
っ
て
任
意
に
処
理
を
任
さ
れ
た
情
報
の
み
を
入
手
で
き
る
に
過
ぎ
な
い
の
だ
か
ら
、
幹
事
銀
行
の
注
意
義
務

は
、
第
一
に
、
正
確
性
と
完
全
性
の
観
点
か
ら
提
示
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
調
査
す
る
こ
と
に
限
定
さ
れ
、
個
々
の
事
案
に
お
い
て
、
不

正
確
及
び
不
完
全
性
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
端
緒
が
存
在
す
る
よ
う
な
場
合
に
会
社
と
比
肩
し
う
る
徹
底
し
た
調
査
義
務
が
生
じ
う

る
、
と
い
う
。
立
証
責
任
が
転
換
さ
れ
て
い
る
の
も
、
危
険
領
域
の
原
則
―
―
判
例
上
、
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
関
し
て
、
被
告
の
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危
険
領
域
内
で
生
起
し
た
出
来
事
に
つ
い
て
は
被
告
に
証
明
責
任
を
課
す
と
い
う
、
証
明
責
任
転
換
の
法
則
が
形
成
さ
れ
て
い
る）（（
（

―
―
に
従
い
、
原
告
の
立
証
は
実
際
上
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る）（（
（

。

　

以
上
に
よ
れ
ば
、
被
告
の
過
失
に
係
る
改
正
に
関
し
て
は
、
も
っ
ぱ
ら
銀
行
に
つ
い
て
の
責
任
緩
和
が
意
図
さ
れ
て
い
た
と
い
え

る
。
学
説
上
も
、
過
失
に
関
し
て
議
論
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
の
は
銀
行
で
あ
り
、
幹
事
銀
行
と
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
構
成
員
に
過

ぎ
な
い
銀
行
と
で
は
注
意
義
務
の
基
準
は
異
な
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る）（（
（

。

㈡　

会
社
の
過
失
の
判
断
対
象
と
判
断
基
準

　

学
説
に
お
い
て
も
、
会
社
と
銀
行
と
の
注
意
義
務
の
程
度
は
異
な
り
、
前
者
は
後
者
よ
り
高
度
な
も
の
が
要
求
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
に
異
論
を
見
な
い
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
基
本
的
に
、
重
過
失
の
存
否
は
、
債
務
者
自
身
の
主
観
的
事
情
を
考
慮
し
て
な
さ
れ

る
と
い
う
ド
イ
ツ
民
法
の
伝
統
的
な
考
え
方
に
合
致
し
て
い
る
。

　

即
ち
重
過
失
と
は
、
判
例
上
、
取
引
上
要
求
さ
れ
て
い
る
注
意
義
務
に
著
し
く
違
反
す
る
こ
と
、
個
々
の
場
合
に
お
い
て
彼
に
明

ら
か
で
あ
っ
た
は
ず
の
こ
と
を
し
な
い
ま
ま
に
行
為
す
る
こ
と
を
い
い
、
そ
の
存
否
の
判
断
は
、
客
観
的
な
観
点
か
ら
だ
け
で
な
く
、

債
務
者
自
身
の
主
観
的
事
情
を
考
慮
し
て
判
断
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
き
て
い
る）（（
（

。
従
っ
て
、
目
論
見
書
責
任
に
お
い
て
も
同
様
に
、

責
任
の
名
宛
人
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば
虚
偽
記
載
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
か
に
つ
い
て
は
、
主
観
的
な
観
点
か
ら
判
断
さ
れ

る
こ
と
に
な
り）（（
（

、
行
動
す
る
そ
の
人
自
身
の
専
門
的
・
一
般
的
知
識
さ
ら
に
は
そ
の
認
識
状
況
に
よ
っ
て
も
異
な
る
こ
と
に
な
る）（（
（

。

そ
の
結
果
、
目
論
見
書
の
内
容
に
対
す
る
帰
責
性
と
情
報
へ
の
近
さ
と
の
間
に
は
直
接
の
関
連
性
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
り）（（
（

、
責
任

の
名
宛
人
が
情
報
に
近
け
れ
ば
近
い
ほ
ど
、
彼
に
課
せ
ら
れ
る
注
意
義
務
は
ま
す
ま
す
重
く
な
る
と
い
う
帰
結
が
導
か
れ
る）（（
（

。

　

従
っ
て
、
情
報
の
近
さ
で
い
え
ば
、
全
て
の
情
報
を
そ
の
領
域
に
有
し
、
ま
さ
に
情
報
そ
の
も
の
で
あ
る
会
社
に
つ
い
て
は
、
高

い
注
意
義
務
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
原
則
と
し
て
会
社
は
調
査
義
務
を
課
さ
れ
る
べ
き
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
、
ひ
と
た
び
虚
偽
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記
載
が
発
覚
す
れ
ば
、
会
社
に
注
意
義
務
違
反
が
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
考
え
ら
れ
な
い
と
さ
れ
る）（（
（

。
会
社

に
よ
る
無
重
過
失
の
証
明
は
い
わ
ゆ
る
悪
魔
の
証
明
（probatio diabolica

）
で
あ
る
と
い
わ
れ）（（
（

、
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。

　

会
社
の
過
失
が
問
題
と
な
っ
た
裁
判
例
は
少
な
い
が）（（
（

、
比
較
的
近
時
の
も
の
と
し
て
、
目
論
見
書
の
作
成
元
と
さ
れ
る
者
―
―
会

社
と
同
じ
く
情
報
そ
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
会
社
と
同
様
に
高
い
注
意
義
務
を
負
う
べ
き
と
さ
れ
る
―
―
に
目
論
見
書
責
任
が
認
め

ら
れ
た
事
例
が
あ
る）（（
（

。
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
甲
株
式
会
社
（
以
下
、
甲
社
）
の
基
本
資
本
の
七
三
％
を
保
有
す
る
親
企
業
（
個
人

商
人
Ａ
）
が
目
論
見
書
の
作
成
元
に
あ
た
る
と
し
た
う
え
、
甲
社
が
上
場
し
な
い
ま
ま
公
募
し
た
社
債
に
関
す
る
目
論
見
書
に
は
、

Ａ
が
甲
社
と
締
結
し
て
い
る
利
益
支
払
契
約
に
関
し
て
、
Ａ
の
指
示
に
よ
っ
て
甲
社
に
と
っ
て
不
利
な
利
益
支
払
が
行
わ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
旨
の
記
載
が
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
、「
適
切
な
条
件
（A

usgew
ogene K

ondition

）」
の
社
債
で
あ
る
と
の
記
載
が
不

完
全
で
あ
る
と
認
め
た
。
被
告
側
は
、
目
論
見
書
作
成
に
関
連
す
る
法
的
疑
問
の
全
て
に
つ
い
て
証
人
Ｂ
（
弁
護
士
）
と
討
議
し
、

一
部
に
つ
い
て
は
目
論
見
書
に
お
け
る
リ
ス
ク
指
示
の
方
法
と
範
囲
に
関
す
る
法
的
鑑
定
書
を
求
め
、
支
配
契
約
及
び
利
益
支
払
契

約
の
存
在
や
意
味
に
つ
い
て
ど
の
程
度
記
載
す
べ
き
か
Ｂ
と
討
議
し
た
と
主
張
し
た
が
、
裁
判
所
は
、
専
門
家
に
よ
る
鑑
定
が
、
投

資
家
を
啓
蒙
す
る
た
め
で
な
く
、
た
だ
責
任
の
軽
減
の
た
め
に
な
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
不
十
分
で
あ
り
、
不
利
な
指
示
に
よ
っ
て

投
資
家
の
償
還
請
求
権
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
は
わ
ず
か
な
記
載
で
可
能
で
あ
っ
た
と
し
て
、
重
過
失
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て

の
証
明
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
。

　

ま
た
、
や
や
古
い
事
案
で
地
裁
判
決
に
留
ま
る
も
の
で
あ
る
が
、
企
業
買
収
に
際
し
て
の
調
査
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
し
て
、
会

社
に
目
論
見
書
責
任
が
認
め
ら
れ
た
事
例
が
あ
る）（（
（

。
裁
判
所
は
、
重
過
失
の
有
無
は
、
取
締
役
の
株
式
会
社
に
対
す
る
注
意
義
務

（
株
式
法
九
三
条
一
項
）
に
従
い
、
業
務
執
行
に
際
し
て
取
締
役
が
通
常
の
商
人
と
し
て
の
注
意
を
尽
く
し
た
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
判

断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
し
て
注
意
深
く
分
析
し
て
い
れ
ば
買
収
対
象
会
社
の
重
大
な
組
織
的
欠
陥
が
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発
見
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
取
締
役
は
、
買
収
契
約
に
基
づ
く
保
証
請
求
権
を

行
使
し
う
る
た
め
に
、
引
継
後
遅
滞
な
く
当
該
買
収
対
象
会
社
の
監
督
に
つ
い
て
状
況
を
概
観
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に

重
過
失
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。
同
判
決
に
つ
い
て
は
、
理
由
も
明
ら
か
に
せ
ず
に
注
意
義
務
の
基
準
と
し
て
取
締
役
の
株
式
会
社

に
対
す
る
内
部
的
な
注
意
義
務
を
採
用
し
た
と
批
判
す
る
見
解
も
あ
る
が）（（
（

、
企
業
買
収
の
場
合
、
会
社
に
は
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス

の
義
務
が
あ
る
と
す
る
結
論
自
体
は
支
持
さ
れ
て
い
る）（（
（

。

　

な
お
、
責
任
主
体
が
法
人
で
あ
る
場
合
、
過
失
の
有
無
は
そ
の
組
織
（O

rganisation

）
に
お
け
る
自
然
人
に
つ
い
て
判
断
さ
れ

る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
お
り）（（
（

、
従
っ
て
、
基
本
的
に
は
機
関
（
取
締
役
）
の
過
失
に
つ
い
て
法
人
が
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る）（（
（

。
従

業
員
の
過
失
に
つ
い
て
は
、
目
論
見
書
責
任
の
法
的
性
質
を
契
約
法
的
に
考
え
る
と
す
れ
ば
、
履
行
補
助
者
の
過
失
に
つ
い
て
債
務

者
が
責
任
を
負
う
旨
を
規
定
す
る
ド
イ
ツ
民
法
二
七
八
条
の
適
用
が
問
題
に
な
る
一
方）（（
（

、
不
法
行
為
的
に
考
え
る
と
す
れ
ば
、
使
用

者
責
任
に
関
す
る
ド
イ
ツ
民
法
八
三
一
条
に
基
づ
き
、
被
用
者
の
選
任
・
監
督
義
務
に
違
反
し
た
場
合
に
の
み
法
人
は
責
任
を
負
う

こ
と
に
な
る
が
、
い
わ
ゆ
る
組
織
過
失
の
理
論
の
も
と
、
経
営
組
織
及
び
補
助
者
の
監
視
に
つ
い
て
の
組
織
義
務
が
厳
し
く
求
め
ら

れ
て
き
て
い
る
た
め
、
こ
の
場
合
で
も
法
人
（
会
社
）
の
免
責
は
容
易
で
は
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る）（（
（

。

四
、
結
び
に
代
え
て

　

目
論
見
書
責
任
の
制
度
設
計
に
関
し
て
は
、
新
規
上
場
促
進
と
リ
ス
ク
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
支
援
と
い
う
政
策
判
断
を
背
景
に
、
六
ヶ

月
と
い
う
短
期
の
取
得
期
間
と
損
害
額
の
法
定
に
よ
っ
て
、
被
告
の
責
任
の
範
囲
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
が
見
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
、
単
な
る
政
策
判
断
と
し
て
責
任
軽
減
が
図
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
投
資
家
側
も
因
果
関
係
や
損
害
額
の
立
証
か
ら
解

放
さ
れ
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
お
り
、
投
資
家
と
責
任
主
体
と
の
適
切
な
利
害
調
整
が
探
求
さ
れ
て
い
る
。
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関
係
者
の
利
害
調
整
が
銀
行
を
中
心
に
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。
目
論
見
書
責
任
に
お
い
て
は
、
銀
行
が
実
質
的

な
責
任
主
体
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
実
際
上
、
会
社
へ
の
責
任
追
及
が
問
題
と
な
る
こ
と
は
少
な
い
と
い
え
る
が
、
会
社
が
責
任
主

体
と
な
る
こ
と
の
構
造
的
な
問
題
は
ド
イ
ツ
で
も
認
識
さ
れ
て
お
り
、
流
通
過
程
の
取
得
者
が
株
式
法
の
原
則
に
優
位
し
て
会
社
に

対
し
て
目
論
見
書
責
任
を
追
及
し
う
る
と
い
う
結
論
に
は
異
論
は
な
い）（（
（

。

　

過
失
責
任
の
意
義
は
、
も
っ
ぱ
ら
銀
行
の
責
任
緩
和
に
あ
る
と
い
え
る
。
会
社
の
過
失
に
つ
い
て
は
、
重
過
失
は
主
観
的
観
点
か

ら
判
断
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
判
例
の
立
場
を
前
提
に
、
組
織
に
お
け
る
自
然
人
に
つ
い
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
も
の
の
、
会
社

は
情
報
そ
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
重
過
失
の
な
か
っ
た
こ
と
の
立
証
は
ほ
ぼ
不
可
能
と
解
さ
れ
て
い
る
。

（
１
）　

田
中
亘
「
流
通
市
場
に
お
け
る
不
実
開
示
に
よ
る
発
行
会
社
の
責
任
―
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
観
点
か
ら
─
」
飯
田
秀
総
ほ
か
編
『
落

合
誠
一
先
生
古
稀
記
念
商
事
法
の
新
し
い
礎
石
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
四
年
）
八
五
七
頁
以
下
等
。

（
２
）　

ド
イ
ツ
の
特
別
法
上
、
有
価
証
券
の
取
得
者
に
対
し
て
会
社
が
負
う
責
任
と
し
て
は
、
発
行
市
場
に
関
す
る
目
論
見
書
責
任
と
、
流

通
市
場
に
関
す
る
適
時
開
示
責
任
（
有
価
証
券
取
引
法
（W

pH
G

）
三
七
ｂ
、
三
七
ｃ
条
）
と
が
あ
る
が
、
後
者
は
、
前
者
に
依
拠
し
て

設
計
さ
れ
た
も
の
の
、
内
部
者
情
報
の
不
開
示
・
不
実
開
示
に
関
す
る
制
度
と
し
て
の
独
自
性
を
有
す
る
一
方
、
前
者
は
、
目
論
見
書
公

表
後
六
ヶ
月
以
内
の
取
得
者
で
あ
れ
ば
旧
有
価
証
券
の
取
得
者
で
あ
っ
て
も
責
任
追
及
が
可
能
と
さ
れ
、
流
通
市
場
に
お
け
る
責
任
も
含

ん
で
い
る
。

（
３
）　

先
行
研
究
と
し
て
黒
沼
悦
郎
「
証
券
市
場
に
お
け
る
情
報
開
示
に
基
づ
く
民
事
責
任
㈠
㈡
」
法
協
一
〇
五
巻
一
二
号
一
頁
以
下
（
一

九
八
八
年
）、
一
〇
六
巻
一
号
七
四
頁
以
下
（
一
九
八
九
年
）、
河
内
隆
史
「
ド
イ
ツ
取
引
所
法
に
お
け
る
『
目
論
見
書
責
任

（Prospekthaftung

）』」
新
報
一
〇
八
巻
九
・
一
〇
号
一
五
七
頁
以
下
（
二
〇
〇
二
年
）、
岩
原
紳
作
ほ
か
『
金
融
商
品
取
引
法
セ
ミ

ナ
ー　

開
示
制
度
・
不
公
正
取
引
・
業
規
制
編
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
一
年
）
一
四
六
頁
以
下
が
あ
る
。

（
４
）　BGH

Z 190, （ff.

（
５
）　

財
産
投
資
保
護
法
（V

erm
A
nlG

）
六
条
、
資
本
投
資
法
（K

A
GB

）
一
六
四
条
。
な
お
、
有
価
証
券
の
取
得
及
び
買
付
に
関
す
る
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法
律
（W

pÜ
G

）
一
一
条
。

（
６
）　Leuering, D

ie N
euordnung der gesetzlichen Prospekthaftung, N

JW
 2012, 1905.

（
７
）　H

abersack in: H
abersack/M

ülbert/Schlitt, H
andbuch der K

apitalm
arktinform

ation, 2. A
ufl., 201（, 

§29 Rn.1; 
W

ackerbarth in: H
olzborn, W

pPG K
om

m
entar, 2. A

ufl., 201（, Rn.11 W
pPG 

§21-2（. 

岩
原
ほ
か
・
前
掲
注
（
３
）
一
四
六
頁

［
神
作
裕
之
発
言
］。

（
８
）　

久
保
寛
展
「
投
資
者
の
集
団
的
権
利
保
護
の
可
能
性
─
ド
イ
ツ
に
お
け
る
投
資
者
モ
デ
ル
手
続
法
（K

apM
uG

）
草
案
の
策
定
─
」

福
岡
五
〇
巻
一
号
一
頁
以
下
（
二
〇
〇
五
年
）、
福
田
清
明
「
ド
イ
ツ
の
『
資
本
市
場
法
上
の
争
訟
に
お
け
る
ム
ス
タ
手
続
に
関
す
る
法

律
（K

apM
uG

）』
の
二
〇
一
二
年
改
正
―
消
費
者
の
集
団
的
権
利
保
護
制
度
の
一
翼
を
担
うK

apM
uG

―
」
明
治
学
院
ロ
ー
一
八
号
一

〇
五
頁
以
下
（
二
〇
一
三
年
）
参
照
。
な
お
、
現
在
の
と
こ
ろ
時
限
立
法
で
あ
り
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
延
長
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）　Groß, K

aptalm
arktrecht, 5. A

ufl., 2012, Rn.2 

§21 W
pPG; A

ssm
ann in: A

ssm
ann/Schütze, H

andbuch des 
K
apitalanlagerechts, （. A

ufl., 201（, 

§5 Rn.（. 

黒
沼
・
前
掲
注
（
３
）「
証
券
市
場
㈠
」
三
二
頁
以
下
参
照
。

（
10
）　A

ssm
ann, Fn.9, 

§5 Rn.1（.

（
11
）　G

esetzesentw
urf der B

undesregierung, E
ntw

urf eines G
esetzes zur w

eiteren F
ortentw

icklung des 
Finanzplatzes D

eutschland (D
rittes Finanzm

arktförderungsgesetz), BT
-D

rucks 1（/89（（, S.5（, 55f.

（
12
）　W

ackerbarth, Fn.（, Rn.（ W
pPG 

§21-2（.

（
1（
）　Leuering, Fn.6, 1906 ff.; A

ssm
ann, Fn.9, 

§5 Rn.118. 

な
お
、
二
〇
一
〇
年
改
正
に
関
し
て
松
井
秀
征
「
有
価
証
券
目
論
見
書

法
の
改
正
」
金
融
法
二
九
号
一
二
四
頁
以
下
（
二
〇
一
三
年
）。

（
1（
）　M

ülbert/Steup in: H
abersack/M

ülbert/Schlitt, U
nternehm

ensfinanzierung am
 K

apitalm
arkt, （. A

ufl., 201（, 

§（1 
Rn.2.

（
15
）　Canaris, Bankvertragsrecht, 2. A

ufl., 1981, Rn.22（（; H
opt, D

ie V
erantw

ortlichkeit der Banken bei Em
issionen, 

1991, S.（8 Fn.1（（; Schw
ark in: Schw

ark/Zim
m
er, K

apitalm
arktrechts-K

om
m
entar, （. A

ufl., 2010, Rn.（ BörsG 

§§（（, 
（5; H

am
ann in: Schäfer/H

am
ann, K

apitalm
arktgesetze, 2. A

ulf., 1. Lfg., 2006, Rn.（6 

§§（（, （5 BörsG; Groß, Fn.9, Rn.9 

§21 W
pPG.
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（
16
） A

ssm
ann, Prospekthaftung als H

aftung für die V
erletzung kapitalm

arktbezogener Inform
ations-

verkehrspflichten nach deutschem
 und U

S-am
erikanischem

 Recht, 1985, S.252ff., 2（（ff.; v. Bar, V
ertrauenhaftung 

ohne V
ertrauen, ZGR 198（, （（6, （96ff., H

abersack, Fn.（, 

§29 Rn.（.

（
1（
）　V

gl. H
opt, Fn.15, S.（8 Fn.1（（; H

am
ann, Fn.15, Rn.（6 

§§（（, （5 BörsG.

（
18
）　

一
般
私
法
上
の
プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
責
任
に
関
し
て
黒
沼
・
前
掲
注
（
３
）「
証
券
市
場
㈡
」
八
八
頁
以
下
、
今
西
康
人
「
第
三
者
の
契

約
責
任
に
つ
い
て
―
ド
イ
ツ
に
お
け
る
プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
責
任
を
手
懸
り
と
し
て
―
（
一
）（
二
完
）」
商
大
論
集
三
六
巻
五
・
六
号
一
二
三

頁
以
下
（
一
九
八
五
年
）、
三
七
巻
五
号
八
九
頁
以
下
（
一
九
八
六
年
）
等
。

（
19
）　

ハ
イ
ン
・
ケ
ッ
ツ=

ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
ヴ
ァ
ー
グ
ナ
ー
著
、
吉
村
良
一
＝
中
田
邦
博
監
訳
『
ド
イ
ツ
不
法
行
為
法
』（
法
律
文
化
社
、

二
〇
一
一
年
）
六
四
頁
以
下
、
椿
寿
夫=

右
近
健
男
編
『
注
釈
ド
イ
ツ
不
当
利
得
・
不
法
行
為
法
』（
三
省
堂
、
一
九
九
〇
年
）
九
二
頁

以
下
参
照
。

（
20
）　V

gl. Schw
ark, Fn.15, Fn.6 BörsG 

§§（（, （5; Pankoke in: Just/V
oß/Ritz/Zeising, W

ertpapierprospektgesetz 
(W

pPG) und EU
-Prospektverordnung, 2009, Prospekthaftung Rn.15.

ド
イ
ツ
民
法
に
は
我
が
国
の
民
法
七
〇
九
条
の
よ
う
な

意
味
で
の
一
般
的
不
法
行
為
責
任
の
規
定
が
存
在
し
て
い
な
い
。
ド
イ
ツ
法
で
は
「
不
法
行
為
」
責
任
が
狭
溢
で
あ
り
、
体
系
的
に
欠
陥

が
あ
っ
た
た
め
に
保
護
さ
れ
な
い
被
害
者
を
保
護
す
る
た
め
に
「
契
約
締
結
上
の
過
失
」
責
任
が
展
開
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
（
潮
見
佳

男
「
投
資
取
引
と
説
明
義
務
―
投
資
交
渉
に
お
け
る
自
己
決
定
権
侵
害
と
説
明
義
務
・
情
報
提
供
義
務
―
」
先
物
取
引
被
害
研
究
三
〇
号

九
一
頁
（
二
〇
〇
八
年
））。

（
21
）　Schw

ark, Fn.15, Rn.6 BörsG 

§§（（, （5; Groß, Fn.9, Rn.9 

§21 W
pPG. 

資
本
維
持
原
則
と
目
論
見
書
責
任
の
関
係
、
不
法
行

為
に
関
す
る
特
別
規
定
（
ド
イ
ツ
民
法
八
三
〇
条
・
八
三
一
条
）
の
適
用
可
能
性
、
準
拠
法
に
つ
い
て
は
違
い
が
生
じ
う
る
が
、
取
引
所

法
上
の
限
定
的
な
目
論
見
書
責
任
が
、
不
法
行
為
法
と
契
約
法
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
に
お
け
る
一
般
的
学
説
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
る
べ
き
で

は
な
い
と
さ
れ
る
。

（
22
）　

条
文
の
邦
訳
に
つ
い
て
は
日
本
証
券
経
済
研
究
所
編
『
新
外
国
証
券
慣
例
法
令
集　

ド
イ
ツ　

有
価
証
券
取
引
法　

取
引
所
法
投
資

法　

他
』（
日
本
証
券
経
済
研
究
所
、
二
〇
〇
八
年
）
一
四
一
頁
以
下
、
三
五
四
頁
以
下
等
を
参
考
に
し
た
。

（
2（
）　W

ackerbarth/Eisenhardt, Gesellschaftsrecht II Recht der K
apitalgesellschaften, 201（, Rn.82（.
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（
2（
）　Groß, Fn.9, Rn.（0 

§21 W
pPG; H

abersack, Fn.（, 

§29 Rn.（0; W
ackerbarth, Fn.（, Rn.56 W

pPG 

§21-2（; H
am

ann, 
Fn.15, Rn.121 

§§（（, （5 BörsG; H
auptm

ann in: V
ortm

ann, Prospekthaftung und A
nlageberatung H

andbuch, 2000, 

§（ 
Rn.12（.

（
25
）　

旧
法
時
の
議
論
に
つ
い
て
黒
沼
・
前
掲
注
（
３
）「
証
券
市
場
㈠
」
五
四
頁
参
照
。

（
26
）　

な
お
、
適
時
開
示
責
任
（
有
価
証
券
取
引
法
三
七
ｂ
、
三
七
ｃ
条
）
が
導
入
さ
れ
る
の
は
、
二
〇
〇
二
年
第
四
次
資
本
市
場
振
興
法

に
よ
る
証
券
取
引
法
の
改
正
時
で
あ
る
。

（
2（
）　BT

-D
rucks, Fn.11, S.（（.

（
28
）　Groß, Fn.9, Rn.（0 

§21 W
pPG. 

判
例
で
は
四
ヶ
月
（O

LG Frankfurt W
M

 1996, 1216

）、
五
ヶ
月
（BGH

 W
M

 198（, 586, 
596

）、
最
長
一
二
ヶ
月
（BGH

Z 1（9, 225, 2（2

）
と
し
た
も
の
が
あ
る
。
な
お
、
黒
沼
・
前
掲
注
（
３
）「
証
券
市
場
㈠
」
四
七
頁
以

下
、
河
内
・
前
掲
注
（
３
）
一
六
七
頁
以
下
参
照
。

（
29
）　BT

-D
rucks, Fn.11, S.（（.

（
（0
）　

旧
法
時
の
議
論
に
つ
い
て
黒
沼
・
前
掲
注
（
３
）「
証
券
市
場
㈠
」
五
〇
頁
以
下
参
照
。

（
（1
）　W

ackerbarth, Fn.（, Rn.55 W
pPG 

§21-2（; Pankoke, Fn.20, Rn.（ 

§§（（ BörsG, 1（ V
erkProspG. V

gl. BT
-D

rucks, 
Fn.11, S.（（.

（
（2
）　G

roß
, F

n.9, R
n.69 

§21 W
pPG

; Schäfer, Stand und E
ntw

icklungstendenzen der spezialgesetzlichen 
Prospekthaftung, ZGR 2006, （0, （8.

（
（（
）　Pankoke, Fn.20, Rn.61 

§§（（ BörsG, 1（ V
erkProspG.

（
（（
）　BT

-D
rucks, Fn.11, S.（8.

（
（5
）　Pankoke, Fn.20, Rn.61 

§§（（ BörsG, 1（ V
erkProspG.

（
（6
）　

な
お
、
消
滅
時
効
に
関
し
て
は
、
取
引
の
迅
速
性
の
観
点
か
ら
、
不
実
記
載
を
知
っ
た
時
か
ら
六
ヶ
月
間
（
後
に
一
年
間
に
延
長
）、

遅
く
と
も
目
論
見
書
の
公
表
時
か
ら
三
年
間
と
す
る
旨
が
規
定
さ
れ
、
こ
れ
は
リ
ス
ク
キ
ャ
ピ
タ
ル
支
援
の
目
的
に
も
資
す
る
も
の
と
さ

れ
て
い
た
（BT

-D
rucks, Fn.11, S.81

）。
し
か
し
、
二
〇
一
〇
年
改
正
時
に
は
同
規
定
は
目
論
見
書
法
に
は
引
き
継
が
れ
ず
、
ド
イ
ツ

民
法
一
九
五
条
、
一
九
九
条
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
結
果
、
目
論
見
書
責
任
に
係
る
請
求
権
は
、
債
権
者
が
請
求
権
を
基
礎
づ
け



2（（

ドイツ法における目論見書責任と会社の過失

る
事
情
及
び
債
務
者
を
知
っ
た
年
の
終
了
の
時
か
ら
三
年
間
、
遅
く
と
も
一
〇
年
間
で
消
滅
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
（Leuering, 

Fn.6, 1906

）。

（
（（
）　

間
接
的
新
株
引
受
権
（
株
式
法
一
八
六
条
五
項
）
に
つ
い
て
高
橋
英
治
『
ド
イ
ツ
会
社
法
概
説
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
二
年
）
二
七

〇
頁
以
下
参
照
。

（
（8
）　Erm

an, Zur Prospekthaftung aus 

§（5 Börsen-Gesetz, A
G 196（, （2（, （28.

（
（9
）　
「
目
論
見
書
の
作
成
元
と
さ
れ
る
者
」（
目
論
見
書
法
二
一
条
一
項
二
号
）
に
は
一
般
に
、
独
自
の
取
引
上
の
利
益
を
有
す
る
者
が
理

解
さ
れ
、
か
か
る
利
益
を
有
す
る
取
締
役
は
こ
れ
に
該
当
し
、
そ
の
ほ
か
、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
支
配
会
社
や
持
分
を
譲
渡
し
よ
う
と
す
る

大
株
主
、
目
論
見
書
の
作
成
に
影
響
力
を
与
え
た
監
査
役
会
構
成
員
な
ど
が
含
ま
れ
る
と
さ
れ
る
（Groß, Fn.9, Rn.（5 

§21 W
pPG

）。

（
（0
）　H

arbersack, Fn.（, 
§29 Rn.（0; M

ülbert/Steup, Fn.1（, 

§（1 Rn.81; W
ackerbarth, Fn.（, Rn.（9 W

pPG 

§21-2（; 
H
am

ann, Fn.15, Rn.100 
§§（（, （5 BörsG; Schw

ark, Fn.15, Rn.12 BörsG 

§§（（, （5; A
ssm

ann, Fn.9, 

§5 Rn.158. 

な
お
、
一

般
私
法
上
の
プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
責
任
は
問
題
に
な
り
う
る
。

（
（1
）　Pankoke, Fn.20, Rn.（（f, 

§§（（ BörsG, 1（ V
erkProspG.

（
（2
）　Lutter in: K

ölner K
om

m
entar zum

 A
ktiengesetz, Bd.1, 2. A

ufl., 1988, Rn.69 

§（1.

（
（（
）　RGZ （1, 9（, 99; RGZ 88, 2（1, 2（2; O

LG Frankfurt ZIP 1999, 1005; H
enze, V

erm
ögensbindungsprinzip und 

A
nlegerschutz, N

ZG 2005, 115, 11（ff. 

但
し
、
間
接
的
新
株
引
受
権
の
方
法
に
よ
る
株
式
取
得
を
引
受
行
為
と
解
す
べ
き
と
す
る
見

解
も
あ
る
（Schw
ark, Fn.15, Rn.1（ BörsG 

§§（（, （5
）。

（
（（
）　BT

-D
rucks, Fn.11, S.（8.

（
（5
）　

瑕
疵
あ
る
資
本
市
場
情
報
に
対
す
る
発
行
者
責
任
（
二
〇
〇
四
年
透
明
性
指
令
（Richtlinie 200（/109/EG

）
六
条
、
七
条
）
は

構
成
要
件
的
に
第
二
会
社
法
指
令
（Richtlinie （（/91/EG

）
一
五
条
二
項
の
払
戻
禁
止
に
あ
た
ら
ず
、
目
論
見
書
責
任
（
二
〇
〇
三
年

目
論
見
書
指
令
六
条
）
に
関
し
て
も
、
出
資
払
戻
原
則
に
抵
触
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
国
内
法
の
立
法
者
は
会
社
を
責
任
主
体
と
し
な
い
こ

と
も
で
き
た
は
ず
で
あ
る
と
す
る
（M

ülbert/Steup, Fn.1（, 

§（1 Rn.（
）。
な
お
、
目
論
見
書
義
務
違
反
に
基
づ
く
発
行
者
の
国
内
法

上
の
責
任
は
Ｅ
Ｕ
法
の
準
則
と
矛
盾
し
な
い
と
す
る
欧
州
裁
判
所
の
判
決
と
し
て
、EuGH

 GesRZ 201（, （2.

（
（6
）　BGH

 N
JW

 2005, 2（50.
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（
（（
）　Groß, Fn.9, Rn.1（ 

§21 W
pPG; H

am
ann, Fn.15, Rn.8（f. 

§§（（, （5 BörsG; H
arbersack, Fn.（, 

§29 Rn.8; M
ülbert/

Steup, Fn.1（, 

§（1 Rn.6f.; Fleischer, Em
pfiehlt es sich, im

 Interesse des A
nlegerschutzes und zur Förderung des 

Finanzplatzes D
eutschland das K

apitalm
arkt- und Börsenrecht neu zu regeln? in: Gutachten F für den 6（. 

D
eutschen Juristentag, 2002, F（（; H

opt in: Baum
bach/H

opt, H
GB, （5. A

ufl., 2012, Rn.5 

§（（ BörsG. 

な
お
、
破
産
時
に

は
一
般
債
権
者
に
劣
後
す
る
見
解
と
し
て
、Langenbucher, K

apitalerhaltung und K
apitalm

arkthaftung, ZIP 2005, 2（9, 
2（（f.

（
（8
）　

前
注
（
（（
）
のFleischer

やGroß

参
照
。

（
（9
）　BT

-D
rucks, Fn.11, S.80; M

ülbert/Steup, Fn.1（, 

§（1 Rn.10（; Leuering, Fn.6, 1906. 

但
し
、
特
に
二
四
条
に
関
し
て
、
近

時
は
過
失
責
任
を
前
提
と
し
た
責
任
で
は
な
い
と
す
る
見
解
も
有
力
に
な
り
つ
つ
あ
る
（V

gl. Becker in: H
eidel, A

ktienrecht und 
K
apitalm

arktrecht, （. A
ufl., 201（, Rn.1（ W

pPG 

§2（

）。

（
50
）　Sittm

ann, D
ie Prospekthaftung nach dem

 D
ritten Finanzm

arktförderungsgesetz, N
ZG 1998, （90, （9（; M

ülbert/
Steup, Fn.1（, 

§（1 Rn.96.

（
51
）　BT

-D
rucks, Fn.11, S.80.

（
52
）　Groß, Fn.9, Rn.（0 

§21 W
pPG. a.A

. Ellenberger, Prospekthaftung im
 W

ertpapierhandel, 2001, S.（1f.

（
5（
）　Pankoke, Fn.20, Rn.2（ 

§（5 BörsG.

（
5（
）　Pankoke, Fn.20, Rn.25f. 

§（5 BörsG. 
な
お
判
例
は
、
個
々
の
具
体
的
事
例
に
お
い
て
、
例
え
ば
消
極
的
な
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
の

発
行
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
投
資
雰
囲
気
が
後
に
な
く
な
っ
た
こ
と
の
立
証
を
認
め
て
い
る
が
（BGH

 W
M

 198（, 586, 596; O
LG 

Brem
en A

G 199（, （20, （21

）、
当
該
事
案
以
上
に
ほ
と
ん
ど
意
味
を
も
た
な
い
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

（
55
）　Pankoke, Fn.20, Rn.28 

§（5 BörsG; Sittm
ann, Fn.50, （92; H

am
ann, Fn.15, Rn.260 

§§（（, （5 BörsG; M
ülbert/Steup, 

Fn.1（, 

§（1 Rn.102; Schw
ark, Fn.15, Rn.58 BörsG 

§§（（, （5.

（
56
）　M

ülbert/Steup, Fn.1（, 

§（1 Rn.102; Schw
ark, Fn.15, Rn.58 BörsG 

§§（（, （5. V
gl. BT

-D
rucks, Fn.11, S.80.

（
5（
）　

黒
沼
・
前
掲
注
（
３
）「
証
券
市
場
㈠
」
四
三
頁
以
下
参
照
。

（
58
）　BT

-D
rucks, Fn.11, S.80. 

な
お
、
学
界
は
、
重
過
失
に
過
失
基
準
を
制
限
す
る
こ
と
は
国
際
的
に
見
て
も
反
し
て
お
り
、
法
政
策



2（5

ドイツ法における目論見書責任と会社の過失

的
に
も
時
代
遅
れ
で
あ
る
と
し
て
、
責
任
の
厳
格
化
を
要
求
し
て
い
た
と
さ
れ
る
（V

gl. Fleischer, Fn.（（, F60; H
opt, Fn.15, 

Rn.80, 1（0

）。

（
59
）　Grundm

ann/Selbherr, Börsenprospekthaftung in der Reform
, W

M
 1996, 985, 989; H

am
ann, Fn.15, Rn.21（ 

§§（（, 
（5 BörsG. a.M

. Groß, Fn.9, Rn.（（ 

§21 W
pPG.

（
60
）　H

am
ann, Fn.15, Rn.21（ 

§§（（, （5 BörsG. V
gl. Canaris, Fn.15, Rn.22（6; K

üm
pel, Bank- und K

apitalm
arktrecht, 

1995, Rn.11.192 S.102（. 

な
お
、
岩
原
ほ
か
・
前
掲
注
（
３
）
一
四
六
頁
以
下
［
神
作
裕
之
］
参
照
。

（
61
）　

池
田
粂
男
「
危
険
領
域
論
の
現
状
」
民
訴
雑
誌
三
八
号
二
四
四
頁
以
下
（
一
九
九
二
年
）
参
照
。

（
62
）　BT

-D
rucks, Fn.11, S.80.

（
6（
）　Groß, Fn.9, Rn.（9ff. 
§21 W

pPG. 

な
お
、
黒
沼
・
前
掲
注
（
３
）「
証
券
市
場
㈠
」
六
四
頁
以
下
参
照
。

（
6（
）　Grundm

ann in: M
ünchner K

om
m
entar zum

 BGB, Bd.2, 6. A
ufl., 2012, Rn.9（f. 

§2（6, Rn.（ 

§2（（; Löw
isch/Caspers 

in: J. von Staudingers K
om

m
entar zum

 BGB, Buch 2 

§§255-（0（, Rn.98ff. 

§2（6. 

目
論
見
書
責
任
に
関
し
てGroß, Fn.9, 

Rn.（5 

§21 W
pPG

及
び
同
注
（25
の
文
献
参
照
。

（
65
）　H

auptm
ann, Fn.2（, 

§（ Rn.10（; A
ssm

ann, Fn.9, 

§5 Rn.182; Groß, Fn.9, Rn.（5 

§21 W
pPG; H

am
ann, Fn.15, Rn.21（ 

§§（（, （5 BörsG; Pankoke, Fn.20, Rn.20 
§（5 BörsG.

（
66
）　Groß, Fn.9, Rn.（5 

§21 W
pPG; H

arbersack, Fn.（, 

§29 Rn.（8.

（
6（
）　H

arbersack, Fn.（, 

§29 Rn.（8.

（
68
）　

前
掲
注
（
66
）（
6（
）
に
挙
げ
た
文
献
の
ほ
か
、W

ackerbarth, Fn.（, Rn.91 W
pPG 

§21-2（; Sittm
ann, Fn.50, （9（; M

ülbert/
Steup, Fn.1（, 

§（1 Rn.105; Schw
ark, Fn.15, Rn.（8 BörsG 

§§（（, （5; Pankoke, Fn.20, Rn.9 

§（5 BörsG.

（
69
）　Pankoke, Fn.20, Rn.9 

§（5 BörsG.

（
（0
）　Fleischer, Fn.（（, F62; Pankoke, Fn.20, Rn.10 

§（5 BörsG.

（
（1
）　

近
時
、
ド
イ
ツ
テ
レ
コ
ム
に
対
す
る
目
論
見
書
責
任
追
及
訴
訟
が
集
団
訴
訟
と
し
て
連
邦
通
常
裁
判
所
で
結
審
し
た
が
、
二
〇
〇
〇

年
公
表
の
目
論
見
書
に
虚
偽
記
載
が
認
め
ら
れ
、
因
果
関
係
と
過
失
に
関
し
て
審
理
す
る
よ
う
差
し
戻
さ
れ
て
い
る
（BGH

 ZIP 2015, 
2（6

）。
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（
（2
）　BGH

 W
M

 2012, 21（（, 215（.

（
（（
）　LG Frankfurt/M

ain ZIP 1998, 6（1, 6（（. 

但
し
、
一
九
九
八
年
改
正
前
の
事
案
で
あ
る
。

（
（（
）　H

om
m
elhoff=van A

erssen, Ew
iR 1998, 5（9, 580; H

am
ann, Fn.15, Rn.218 

§§（（, （5 BörsG. a.A
. Ellenberger, Fn.52, 

S.（（f.
（
（5
） K

räm
er/B

audisch, N
eues zur B

örsenprospekthaftung und zu den Sorgfaltsanforderungen beim
 

U
nternehm

enskauf, W
M

 1998, 1161, 11（1; Ellenberger, Fn.52, S.（5; M
ülbert/Steup, Fn.1（, 

§（1 Rn.106.

（
（6
）　Groß, Fn.9, Rn.（（ 

§21 W
pPG; Pankoke, Fn.20, Rn.（ 

§（5 BörsG.

（
（（
）　

ド
イ
ツ
民
法
三
一
条
が
（
類
推
）
適
用
さ
れ
る
と
す
る
も
の
と
し
て
、Ellenberger, Fn.52, S.（（; Pankoke, Fn.20, Rn.9 

§（5 
BorsG. V

gl. Zim
m

er/Grotheer in: Schw
ark/Zim

m
er, K

apitalm
arktrechts-K

om
m

entar, （. A
ufl., 2010, Rn.5（, 5（ 

W
pH

G 

§§（（b, （（c.

（
（8
）　A

ssm
ann, Fn.16, S.（（（f. V

gl. Zim
m
er/Grotheer, Fn.（（, Rn.5（ W

pH
G 

§§（（b, （（c.

（
（9
）　A

ssm
ann, Fn.16, S.（（（. 

一
般
私
法
上
の
プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
責
任
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
が
、
論
者
は
目
論
見
書
責
任
に
つ
い
て
も

同
じ
く
不
法
行
為
的
性
質
を
理
解
し
て
い
る
。
な
お
、
組
織
過
失
に
つ
い
て
は
吉
村=

中
田
・
前
掲
注
（
19
）
一
四
一
頁
以
下
、
潮
見

佳
男
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
組
織
過
失
の
理
論
」『
現
代
に
お
け
る
物
権
法
と
債
権
法
の
交
錯
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
八
年
）
一
九
一
頁
以
下

参
照
。

（
80
）　

な
お
、
会
社
の
み
を
責
任
主
体
と
す
る
適
時
開
示
責
任
（
有
価
証
券
証
券
取
引
法
三
七
ｂ
、
三
七
ｃ
条
）
で
こ
の
問
題
は
先
鋭
化
す

る
が
、
株
式
法
の
原
則
に
優
先
す
る
と
す
る
多
数
説
を
前
提
に
、
経
済
効
率
性
や
法
政
策
的
観
点
か
ら
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
（V

gl. 
Zim

m
er/Grotheer, Fn.（（, Rn.11ff. W

pH
G 

§§（（b, （（c
）。


